
LNGプラントの大規模気流解析
―Hot Air Recirculation現象の解析―
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■利用成果

●空冷式熱交換器の性能はLNG の生産量に
直結しています。空冷式熱交換器の高温
排気が吸気側に巻き込まれることによって、
熱交換性能が低下する問題があります。

●この問題を解決するためには、流体解析を
用いて広大なプラント敷地全体を対象に解
く必要があります。数多くの風向や風速でパ
ラメータスタディを行うため、社内の計算機
を使用すると多大な計算時間を要しました。

○FOCUS スパコンの利用によって、計算時
間を約1/20に短縮させることが可能にな
り、流体解析のリードタイムを大幅に短縮
することができました。

○これに伴い、高温空気の吸気を最小限に留
めるための機器配置の最適化、設計マー
ジンの調整を迅速に行えるようになりました。

■背景と目的

　　　　　　　　　 
研究・開発機関 　：日揮株式会社
利用施設　　　 　：FOCUSスパコン　Aシステム
計算規模　　　 　：解析時間10348.8s (= 約 3hr)
利用ソフトウェア ：Helyx-SAS、OpenFOAM (Engys Edition)、ANSYSライブラリ
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写真１　LNGプラント (1)

図３　吸気温度とLNG生産量との関係 (1) 図４　LNGプラントのモデル化

図５　計算結果 (排気・吸気面からの流線 )

図６　計算結果 ( 風向きによる温度分布変化 )

図２　HARが起こる原理

出典：(1)　S. Shaari, K. Kubota, "Understanding of Hot Air Recirculation Phenomena in Air-Cooled Base Load LNG Plant",

               LNG17 Conference, 16-19, Apr., 2013

図１　LNGプロセス


